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設計者から
建築主はまだ 20 代、30 代と、とても若いご夫婦です。すでに一男が誕生しており、数カ月後には
次の出産が予定されておりました。お話をお伺いした時点ではまだ土地を取得しておらず、まず土地
を探すことから始めました。しばらくして運良く探していた地域に公社の入札方式による土地の販売
計画があることを知り、それに応募してみることにしました。この場所は住宅エリアとして人気が高
く、周囲に比べると価格も高いので全体予算を考慮して一番小さくて不整形な土地を選び、入札前
に数案の平面図を作成してこの土地で良いかどうかを協議すると共に入札価格についても何度も打
合せを重ねました。結果的に競争倍率が一番となりましたが、僅差で落札をすることができました。
いよいよ設計が始まります。
　建築計画は建築主から出された基本要件に加えてに南国の地域環境に建つ住宅として通気およ
び台風対策を考慮してこれを単なる対策にとどめず、他の機能も含めてデザイン性にまで発展させ
ていきたいと計画しました。通気計画は 1階および 2 階屋根にそれぞれレベルの違う通気と採光を
兼ねたハイサイドライトを設け、風のない日でも空気が流れるようにすること、さらに日中いっぱい
陽光の恩恵を受けられる空間構成を考えました。
　比較的大きな窓には台風対策として防音雨戸があり、それが仕舞い込まれている部分を二重壁に
してその存在を表層から消し去りました。その二重壁によってできた奥行き部分を窓の庇の機能とし
て利用することで新しいデザインが誕生しました。内部の空間構成は階段、水周りなどの共用部を
中心にして、それを取り囲むように各室を配置しました。そのことで家族が自然と集う場所ができ、
小さい子どもの遊ぶ様子が伺え、無駄な空間は消えて主婦の動線が簡略された住宅が出来上がっ
たのではないかと考えます。建築主からとても快適だとの評価をいただき満足しています。
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まつだ・のぶゆき／1952年生まれ。
1972年㈱笹川スエヲ設計事務所入
所(東京都)。1980年㈱椎名政夫建
築設計事務所入所(東京都)。1994年
松田信幸建築研究所開設（東京都)。
2003年㈲松田信幸建築研究所開設
(宮崎県)。
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